
Copyright 2010 トヨタ自動車株式会社 無断複製・無断転載を禁じます。

1/39

トヨタの環境経営
 ～ｴﾈﾙｷﾞｰ・環境問題への対応～

東京海上日動 地球温暖化セミナー 2010年2月12日

トヨタ自動車株式会社
 CSR・環境部

 田島 英彦

１

 
情勢認識

 
・・・P２～P5

２

 
トヨタの取組みの考え方

 
・・・P６～P８

３

 
具体的な取組み

３－１

 
開発・設計

 
・・・P９～P18

３－２

 
生産・物流

 
・・・P19～P28

３－３

 
自動車ﾘｻｲｸﾙ

 
/ 資源循環

 
・・・P29～P35

４

 
グローバルな環境マネジメント・・・P36～P38



Copyright 2010 トヨタ自動車株式会社 無断複製・無断転載を禁じます。

2/39

１
 

情勢認識
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世界の自動車需要は新興国を中心に増大する

資料：～2000年

 

日本自動車工業会三菱総合研究所

2005年～

 

IEEJ 2007年10月掲載

世界の自動車保有台数と予測

１．世界の自動車需要
１

 

情勢認識
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・世界のCO2排出量は270億ｔから620億tに増加する予測。
 現状比半減には、大幅な削減が必要

 ・現在世界CO2の２３％を占める運輸部門の果たす
 役割は大きい

２．世界と運輸のCO2排出量

2005年

 
（270億ｔ）

運輸 発電 産業 民生
その他

日本

EU２５

中国

ｱﾒﾘｶ

ﾛｼｱ
ｲﾝﾄﾞ

その他

2050年（620億ｔ）＊

（135億ｔ）

2050年
削減ﾚﾍﾞﾙ
現状比▲50%

＊出典：IEA WEO 2006、2007、ETP2008

62億ｔ

2 4

25
16 

6 

180億ｔ

▲78%

１

 

情勢認識

運輸

（29%）成行き
運輸

（23%）2005年世界のCO2

（2008年

 

G8洞爺湖ｻﾐｯﾄ

主要８ヶ国合意）
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ＭａｘｉｍｉｚｅＭａｘｉｍｉｚｅ
ＺｅｒｏｎｉｚｅＺｅｒｏｎｉｚｅ

ﾈｶﾞﾃｨﾌﾞ・ｲﾝﾊﾟｸﾄﾈｶﾞﾃｨﾌﾞ・ｲﾝﾊﾟｸﾄ

安全（交通事故）

 環境（渋滞、ＣＯ２

 

増加）

経済・社会の発展

 （物流、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ、ｾｷｭﾘﾃｨ

 

他）

 利便性・快適さ、楽しさ、感動

ﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞ・ｲﾝﾊﾟｸﾄﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞ・ｲﾝﾊﾟｸﾄ

自動車のﾈｶﾞﾃｨﾌﾞ面を最小化、ﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞ面を最大化
することが、地球と共生できるｸﾙﾏ社会実現への課題

３．地球と共生できるｸﾙﾏ社会
１

 

情勢認識
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２
 

トヨタの取組みの考え方
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7/39１．創業以来の理念

自動車を通じた
 豊かな社会づくり

（1935年制定）

（サステイナビリティ）

社会・地球の
 持続可能な発展への貢献

豊田綱領とトヨタ基本理念

トヨタ基本理念
 ９２年制定、９７年改定

トヨタ地球環境憲章
 ９２年制定、２０００年改定

２

 

トヨタの取組みの考え方
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機能軸

４大テーマ

エネルギー・
温暖化

資源循環 環境負荷
物質

大気環境

第 4次｢トヨタ環境取組プラン｣

●各国・各地域で
トップクラスの燃費性能
を目指す技術開発の推進

●クリーンエネルギー車の
開発推進と効果的な導入、
普及促進

●各国･各地域の
生産･物流活動に
おける CO2 低減

●グローバルな
事業活動における
一層の CO2 低減

●エネルギー･燃料
多様化に向けた
技術開発

●各種ネットワーク技術
等を活用した交通流

●日欧のリサイクルシステムの定着
・ 2015 年リサイクル実効率 95% に

向けた着実な取り組み
リサイクル実効率：
日本→ 2010 年度 92% 相当、
欧州→ 2006 年85%

●リサイクル設計の
一層の推進と展開

●循環型社会に向けた
資源有効利用の
一層の推進

●水使用量低減

●環境負荷物質の管理、
低減の一層の推進・
環境負荷物質 4物質

鉛･水銀･カドミウム･
六価クロム

のグローバルな全廃

●PRTR 対象物質の
排出量低減

●各国･各地域の
都市大気環境改善に
資する排出ガス低減

●VOC 排出量
低減対策

マネジメント

●連結環境マネジメント強化
●ビジネスﾊﾟｰﾄﾅｰに

おける環境マネジメントの
一層の推進

●環境教育の充実

●環境改善に寄与する
新規事業の推進

●Eco -VAS の本格運用と
定着化により、
ライフサイクル環境負荷の
着実な低減

●循環型社会構築への
寄与･貢献

●環境情報開示と双方向
コミュニケーションの充実

●持続可能な発展を踏まえた
環境対策への
積極的な貢献と提言

社会との連携

○単独→グループ
○単体→ビジネスパートナー
○国内→グローバル
○単年→中長期

(２２項目

エネルギー・
温暖化

資源循環 環境負荷
物質

大気環境

第4次｢トヨタ環境取組プラン｣

●各国・各地域で
トップクラスの燃費性能
を目指す技術開発の推進

●クリーンエネルギー車の
開発推進と効果的な導入、
普及促進

●各国･各地域の
生産･物流活動に
おけるCO2低減

●グローバルな
事業活動における
一層のCO2低減

● エネルギー･燃料
多様化に向けた
技術開発

● 各種ネットワーク技術
等を活用した交通流
改善への取り組み

● 日欧のリサイクルシステムの定着
・2015年リサイクル実効率95%に

向けた着実な取り組み
リサイクル実効率：
日本→2010年度92%相当、
欧州→2006年85%

● リサイクル設計の
一層の推進と展開

●循環型社会に向けた
資源有効利用の
一層の推進

●水使用量低減

●環境負荷物質の管理、
低減の一層の推進・
環境負荷物質 4物質

鉛･水銀･カドミウム･
六価クロム

のグローバルな全廃

● PRTR対象物質の
排出量低減

●各国･各地域の
都市大気環境改善に
資する排出ガス低減

● VOC排出量
低減対策

マネジメント

●連結環境マネジメント強化
●ビジネスﾊﾟｰﾄﾅｰに

おける環境マネジメントの
一層の推進

●環境教育の充実

●環境改善に寄与する
新規事業の推進

●Eco-VASの本格運用と
定着化により、
ライフサイクル環境負荷の
着実な低減

●循環型社会構築への
寄与･貢献

●環境情報開示と双方向
コミュニケーションの充実

●持続可能な発展を踏まえた
環境対策への
積極的な貢献と提言

社会との連携

○単独→グループ
○単体→ビジネスパートナー
○国内→グローバル
○単年→中長期 ●○：具体的な取組項目

(２２項目）

環境経営

３－１

 

開発・設計

３－２

 

生産・物流

３－３ 自動車ﾘｻｲｸﾙ
/資源循環

２．第4次「トヨタ環境取組プラン」（２００６－２０１０）

4大ﾃｰﾏについて各機能軸で取組みを推進

２

 

トヨタの取組みの考え方
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３
 

具体的な取組み

３－１
 

開発・設計
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CO2排出量の増加
（地球温暖化）

CO2排出量の増加
（地球温暖化）

石油の将来への不安
（在来油の枯渇）

石油の将来への不安
（在来油の枯渇）

大気汚染
（NOX・PM・オゾン）

大気汚染
（NOX・PM・オゾン）

1. 石油を大切に使う（省石油）1. 石油を大切に使う（省石油）

・燃費向上

・ＨＶ車性能向上、拡大

・燃費向上

・ＨＶ車性能向上、拡大

2.  代替燃料活用（脱石油）2.  代替燃料活用（脱石油）

・燃料多様化への対応
 （ガス燃料・バイオ燃料の活用）

 ・将来ﾓﾋﾞﾘﾃｨ
 （ＰＨＶ、ＥＶ、他）

 

・燃料多様化への対応
 （ガス燃料・バイオ燃料の活用）

・将来ﾓﾋﾞﾘﾃｨ
 （ＰＨＶ、ＥＶ、他）

「省石油・脱石油」の観点から取組みを進める

３

 

具体的な取組み
３－１開発・設計

 
①取組みの考え方
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地道な技術の積み重ねにより
 平均燃費は確実に向上

ｴﾝｼﾞﾝ効率向上
（ｶﾞｿﾘﾝ、ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ）

空気抵抗低減

車両軽量化

駆動系改良

ころがり抵抗軽減

その他
（ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ、ＨＶ等）

３

 

具体的な取組み
３－１開発・設計

 
②省石油（燃費改善）

国内乗用車・トヨタの平均燃費の推移

平
均

燃
費

（
’
93

年
燃

費
値

＝
１

）

0.9

1.0

1.1

1.2

1.3

1.4

1993 1998 2003 2008

トヨタ

トヨタ
+37％国内乗用車

 
（除.軽）

 
+31％国内乗用車（除.軽）
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車重(ton)

C
O

2
排

出
量

(g
/
km

)

プリウスプリウス

カムリHVカムリHV

GS450hGS450h

RX400hRX400h

LS600hLS600h

ガソリンガソリン

ディーゼルディーゼル

ガソリンHVガソリンHV

重い

多い

EC mode

ハイブリッド車（HV）はｶﾞｿﾘﾝ、ﾃﾞｨｰｾﾞﾙに比べ環境優位

３

 

具体的な取組み ３－１開発・設計
 ②省石油（ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の効果）
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・

 
全世界の販売累計225万台突破（０９年１２月現在）

・

 
2010年代のできるだけ早い時期に年間100万台を目指す

・CO2累積削減量は約1200万tCO2

トヨタのHV車の年間販売台数（全世界）トヨタのHV車の年間販売台数（全世界）

9090

8080

7070

6060

5050

4040

3030

2020

1010

100100

00

(万台）(万台）

’97’97 ’98’98 ’99’99 ’00’00 ’01’01 ’02’02 ’03’03 ’04’04 ’05’05 ’06’06 ’07’07 ’08’08 ’09’09 201X201X (年）(年）

CO2累積削減量
約1200万ﾄﾝ

1997~2009/12累積

世界累計販売
225万台突破

6％

 

7%）5％4％3％2％1％0.7％0.7％0.4％0.3％0.4％( 0.01％HV比率

３

 

具体的な取組み ３－１開発・設計
 ②省石油（ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車の普及）

原油換算

 １880万kL

 ⇒30万ﾄﾝ級ﾀﾝｶｰ

 延べ133隻の削減

09年実績

 53万台
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・国内、世界市場とも、当面従来車が主流である

・政策による支援がなければ、HV開発の急激な加速は困難

北米
30%

欧州
13%

その他
38%

日本
19%

北米
29%

欧州
14%

その他
31%

日本
26%

世界販売台数

 
７,５６７千台

内ＨＶ台数

 
４２９千台

 
（５.７％）

ＨＶ比率
５．４％

（１．４％）

ＨＶ比率
１１．５％
（３．４％）

ＨＶ比率
５．４％

（０．８％）

トヨタ世界販売台数比率

ＨＶ比率
０．５％

（０．２％）

2008

ＨＶ比率
６．１％

（０．８％）

ＨＶ比率
１０．２％
（３．０％）

ＨＶ比率
１７．１％
（３．３％）

ＨＶ比率
０．７％

（０．２％）

2009(1-10)

HV比率
地域別

 

％
（ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ

 

％）

３

 

具体的な取組み ３－１開発・設計
 ②省石油（ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車拡大の課題）

世界販売台数

 
５,６４３千台

内ＨＶ台数

 
４１７千台

 
（７.４％）
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代替燃料の選択と適合車両の開発を推進
 しかし、代替燃料はそれぞれ課題も多い

石炭石炭

バイオ
マス

バイオ
マス

原子力原子力

水力
太陽光

地熱など

水力
太陽光

地熱など

ガソリン/軽油
（在来油田）

ガソリンガソリン//軽油軽油
（在来油田）（在来油田）

天然ガス天然ガス

発
電
発
電

水
素
製
造

水
素
製
造

量の確保量の確保

2010年2010年 2030年2030年

ガソリン/軽油
（非在来油田 ： 深海油田、

オイルシェールなど）

ガソリンガソリン//軽油軽油
（非在来油田（非在来油田 ：： 深海油田、深海油田、

オイルシェールオイルシェールなどなど））

ﾊﾞｲｵｴﾀﾉｰﾙ/ﾊﾞｲｵﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾞｲｵｴﾀﾉｰﾙﾊﾞｲｵｴﾀﾉｰﾙ//ﾊﾞｲｵﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾞｲｵﾃﾞｨｰｾﾞﾙ

究極は電気/水素

ガス燃料ガス燃料ガス燃料

石油石油

水素水素水素

電気電気電気

合成液体燃料
(BTL/GTL/CTL）

合成液体燃料合成液体燃料
(BTL/GTL/CTL(BTL/GTL/CTL））

内燃

 機関

 

内燃

 機関

EVEV

FC

 HV

 

FC

 HV

燃料性状均一化燃料性状均一化

EV用電気貯蔵技術EV用電気貯蔵技術

CO

 

2

 

削減技術
（水素製造時）

CO2

 

削減技術
（水素製造時）

インフラ整備インフラ整備

インフラ整備インフラ整備

Future Fuel Issues ＠2009

CO

 

2

 

削減技術(燃料製造時）CO2

 

削減技術(燃料製造時）

充電インフラ整備充電インフラ整備ＰHV・近距離EV用
電気貯蔵技術/コスト

ＰHV・近距離EV用
電気貯蔵技術/コスト

セルロース
活用技術/コスト

セルロース
活用技術/コスト

ガス貯蔵技術ガス貯蔵技術

ガス化/合成技術/コストガス化/合成技術/コスト

水素貯蔵技術/コスト水素貯蔵技術/コスト

CO

 

2

 

削減技術

（火力発電所）

CO2

 

削減技術

（火力発電所）

採掘/精製技術/コスト採掘/精製技術/コスト

当面は主流

ガソリン車・ディーゼル車の技術改良

３

 

具体的な取組み ３－１開発・設計 ③ 脱石油（代替燃料）
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適時、適地、適車の考えでﾊﾟﾜｰﾄﾚｲﾝを棲み分ける

FCHV領域

EV領域

燃料燃料

HV

FCHV

FCHV(BUS)

乗用車 路線バス

近距離
コミューター

EV

高速鉄道

一般鉄道

Winglet

車両サイズ

移動距離

宅配トラック

大型トラック

小型宅配車両

HV・

 

PHV 領域

水素ガソリン,軽油, バイオ燃料,
CNG,合成燃料 etc.

電気

ｉ series

自動二輪

PHV EV: Electric Vehicle（電気自動車）

HV: Hybrid Vehicle（ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車）

PHV: Plug in Hybrid Vehicle

（外部充電機能付ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車）

FCHV: Fuel Cell Hybrid Vehicle（燃料電池車）

３

 

具体的な取組み ３－１開発・設計
 ③ 脱石油（ﾊﾟﾜｰﾄﾚｲﾝの棲み分け）
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ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ技術をｺｱにした電気ｴﾈﾙｷﾞｰ利用促進
 （HV→PHV､EV､FCHV）

３

 

具体的な取組み ３－１開発・設計
 ③脱石油（ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ技術の進化）

モーター

FCHVFCHV

PHVPHV

EVEV

燃料

タンク

バッテリー

エンジン

モーター

エンジン 燃料

タンク

バッテリー

モーター

燃料

タンク

バッテリー

FC

スタック

HV

モーター

エンジン
燃料

タンク

バッテリー
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自動車単体対策に加え、燃料・交通流・効率的利用の
 統合的取組みにより運輸のCO2排出はﾋﾟｰｸｱｳﾄ可能

日本の運輸部門CO2排出量の推移

出典：環境省資料により自工会作成

３

 

具体的な取組み ３－１開発・設計
 

④ 統合的な取組み

260

250

240

230

220

210

200

270

百万ﾄﾝ-CO2

1990 1995 2000 2007

対策を実施しなかった場合

2010年見込み

24０～243

自動車単体
燃費改善

効率的利用
（ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ）

燃料の多様化
（ﾊﾞｲｵ燃料等）

＜行

 

政＞

＜ｶｰﾒｰｶｰ＞

＜ﾕｰｻﾞｰ＞

＜燃料ﾒｰｶｰ＞

交通流改善、ｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞ

 
（ITS、燃費基準、

 
ｸﾞﾘｰﾝ税制、

 
代替促進政策 等）

＜

 

＞内：実施主体

258

246

2）交通対策・

 
ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞなど

9

13

1）自動車の燃費向上14

3) 走行量の低下
(ﾓｰﾀﾞﾙｼﾌﾄ含む)
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３
 

具体的な取組み

３－２
 

生産・物流
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革新技術によるＣＯ２削減
 画期的な生産性向上によるCO2削減

 の推進

弛まぬ改善によるＣＯ２削減
知恵と工夫によるムダ・ムラ・ムリの

 排除と日常改善

工程短縮・

 設備のｼﾝﾌﾟﾙ・ｽﾘﾑ・低推力化

寄せ停め＊、

 非稼働時間設備停止

革新技術と改善による省ｴﾈを進めCO2を削減

３

 

具体的な取組み ３－２
 

生産・物流
 ①取組みの考え方

＊：一時的な生産減の際、複数ある生産ﾗｲﾝまたは設備において、その生産性を

最大限向上させ、全生産を寄せることによりﾗｲﾝまたは設備を停める
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プレスプレス 塗 装塗 装

溶 接溶 接 組立・検査組立・検査

ﾊﾟﾜｰﾄﾚｰﾝ

 
（鋳造、鍛造、機械）

 内外装部品

ﾊﾟﾜｰﾄﾚｰﾝ

 
（鋳造、鍛造、機械）

内外装部品

【工程別CO2排出量割合】

組立 部品

成形

プレス

溶接

空調

鍛造

機械

鋳造

塗装

＜参考＞自動車生産工場のCO2排出量割合

３

 

具体的な取組み ３－２
 

生産・物流
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従来 現在C
O

２
排

出
量

（
㌧

/
年

・
ﾗ
ｲ
ﾝ
）

CO2削減効果

▲3300㌧（▲15％）

ブースブース

乾燥炉乾燥炉

電着槽電着槽
塗料温調室塗料温調室
その他その他

塗装工場 中塗り乾燥廃止によりCO2排出量１５％削減

クリアクリア上塗り上塗り

下塗り（電着）下塗り（電着）
鋼板鋼板

中塗り中塗り
ベースベース

約
１

０
０

μ
m

約
１

０
０

μ
m

組立工程へ

乾燥炉

溶接
工程より

前処理
電着

検査

乾燥炉

乾燥炉

中塗りブース

シーラー

上塗りブース

乾燥

廃止廃止

廃止廃止

水性3Wet導入

３

 

具体的な取組み ３－２
 

生産・物流
 ② 革新技術によるCO2削減（例）

10000

20000

22000

0
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保持炉に蓋がなく、熱を放出。

 無駄なｴﾈﾙｷﾞｰを使用

保持炉に蓋を取付（対策台数：19台）

改善前改善前 改善後改善後

ｱﾙﾐ鋳造
 

保持炉の放熱防止による省ｴﾈにより
 CO2排出量542ｔ/年削減

３

 

具体的な取組み ３－２
 

生産・物流
 ③ 弛まぬ改善によるCO2削減（例）

従来（炉蓋なし） 現在（炉蓋あり）C
O

２
排

出
量

（
㌧

/
年

）

CO2削減効果

▲542㌧（▲50％）

500

1000

1080

0

放熱防止により

 都市ｶﾞｽ使用量低減
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各種省ｴﾈ取組みによりＣＯ２排出量が確実に削減
トヨタ工場

 
売上高当りCO2排出量（t/億円）

▲50％

30

10

●

●

●

●
●

●
●

20

14.5

16.8

29.1

22.4

0

３

 

具体的な取組み ３－２
 

生産・物流
 

④ CO2削減実績

0

100

200

トヨタ工場

 
排出量 (万トン)

▲37％

212

185 171

134

90 03 04 05 06 070201 08

2000

1500

1000

△

△ △ △
△

△ △ △

△

トヨタ工場
生産台数

 
（千台）

90 03 04 05 06 070201 08
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経団連自主行動計画により産業部門全体でも
 CO2排出量・排出原単位とも着実に削減

産業部門のｴﾈﾙｷﾞｰ起源CO2原単位指数の推移
（97年を1とした場合）

産業部門は原単位も改善

90年比－３％減少
（MtCO2）

0
1990 1995 2000 2005 （年）

＜
Ｃ

Ｏ
２

排
出

量
＞

200

300

400

500

業務+家庭部門

産業部門

運輸部門

（2010年目標：-11～-12%

 

）

３

 

具体的な取組み
３－２

 
生産・物流

 ⑤CO2削減の産業部門としての取組み

経団連自主行動計画（‘97年ｽﾀｰ

 
ﾄ）

0.9

1.0

1.1

1997 2000 2005

悪

 
化

改

 
善
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→
 

航路を集約し、1隻減船。CO2排出量３．５千ｔを削減

大型船（３隻）

３日ラウンド

大型船（２隻）

２日ラウンド

合計7隻

中型船（２隻）

４日ラウンド

中部

2008年9月～

大型船（６隻）

６日ラウンド

関東中部

九州

合計６隻

九州

関東

３

 

具体的な取組み

３－２
 

生産・物流
 ①取組みの考え方と 活動事例

ⅰ. 総航海距離低減につながる活動推進
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ﾄﾖﾀ･ﾛﾝｸﾞﾊﾟｽ･ｴｸｽﾌﾟﾚｽ
2006年11月～

→
 

ﾄﾗｯｸ輸送を鉄道に切替え、ＣＯ２を８７％低減（7千ｔ-ＣＯ２/年削減）

→

 
ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ

 
ﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ導入により、ＣＯ２を10%低減

ⅱ．低原単位輸送へのシフト拡大

ⅲ．物流ﾊﾟｰﾄﾅｰと一体となった燃費向上活動の推進

〔車載ＣＰＵ〕

〔車載モニター〕

エンジン出力・トルク・勾配・重量etcを元にリアルタイム指示

 
（ｱｸｾﾙ開度・ｼﾌﾄﾀｲﾐﾝｸﾞetc）

ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ

 

ﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝｼｽﾃﾑの導入

３

 

具体的な取組み
３－２

 
生産・物流

 ①取組みの考え方と 活動事例

名古屋南

 
貨物駅

 

名古屋南

 
貨物駅

盛岡

 
ﾀｰﾐﾅﾙ駅

 

盛岡

 
ﾀｰﾐﾅﾙ駅
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完成車・生産用部品・補給部品各分野の取組みにより、
 ＣＯ２排出量が1．6万ｔ削減

３

 

具体的な取組み
３－２

 
生産・物流

 
② 削減結果

改善による削減

 
▲1.6万ｔ

成行き

31.4万ｔ
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３
 

具体的な取組み

３－３
 

自動車ﾘｻｲｸﾙ
 

/ 資源循環
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持続可能な循環型社会の構築

新たな社会システムの構築新たなリサイクル設計車の開発

再生可能
資源活用

（植物原料)

ﾘｻｲｸﾙ
処理技術

開発

ﾘｻｲｸﾙ材
の活用

解体技術
開発

環境負荷
物質

の削減

ﾘｻｲｸﾙ性
車両構造
の開発

中古部品
利用拡大
（ﾘﾕｰｽ）

様々な取り組みを着実かつ総合的に推進

３

 

具体的な取組み ３－３
 

自動車ﾘｻｲｸﾙ
 

/ 資源循環
 ①ﾘｻｲｸﾙﾋﾞｼﾞｮﾝ
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ラウム（2003年発売）にリサイクル設計を適用。

その後、新型車に展開中

【プルタブ式端子】
銅部品の回収作業を容易にする

・ワイヤーハーネス

【ビス締め廃止】
天井廻りの小物部品

・マップランプ等

【解体性向上マーク】
最も効率的な解体作業ポイントを示す

・燃料タンク、ドアトリムなど

【解体性向上マーク付きテープ】
ワイヤーハーネスをチェーン等で
引き剥がす際、効率よく引き剥が

 
せるポイントを指示

【締結部】
ボデーへの取付け部にＶ溝を設け、

引き剥がし作業を容易にする

燃料抜き位置を示す矢印形状

燃料抜き位置

燃料タンク

ワイヤー
ハーネス

構造の工夫：易解体

３

 

具体的な取組み ３－３
 

自動車ﾘｻｲｸﾙ
 

/ 資源循環
 ② ﾘｻｲｸﾙ設計の取組み

●組み付け状態 ●解体時

引きはがし
方向

薄肉部
より分離
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独自事業を立上げ、ﾘｻｲｸﾙの優れた構造開発、
 効率的解体・ASR＊処理技術開発を支援

ASRリサイクル実用化プラント

 
（

 
９８年～

 
） 自動車リサイクル研究所

 
（

 
０１年～

 
）

① シュレッダーダスト処理技術の開発

② プラントにおける実践

トヨタ自動車トヨタ自動車
解体・ｼｭﾚｯﾀﾞｰ業界

 
工具・器具ﾒｰｶｰ

 

解体・ｼｭﾚｯﾀﾞｰ業界

 
工具・器具ﾒｰｶｰ

① 解体しやすい車両構造の研究

② 効率的な解体技術の研究

解体技術等の

 
情報開示

リサイクルし易い

 
構造の提案

Car to Car

 

リサイクル
の実践

＊ASR：Automobile Shredder Residue（自動車ｼｭﾚｯﾀﾞｰﾀﾞｽﾄ）

３

 

具体的な取組み ３－３
 

自動車ﾘｻｲｸﾙ
 

/ 資源循環
 ③ ﾘｻｲｸﾙ支援事業

リサイクル防音材

 

ＲＳＰＰ
（Recycled Sound-Proofing Products）
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ﾄﾖﾀﾘｻｲｸﾙﾋﾞｼﾞｮﾝ（ﾘｻｲｸﾙ実効率95％）

およびASR法基準達成中

３

 

具体的な取組み ３－３
 

自動車ﾘｻｲｸﾙ
 

/ 資源循環
 ④ 実効率、再資源化率
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ニッケル

コバルト

ネオジム

プラチナ

金

電池

鉱石

電池

鉱石

磁石

鉱石

触媒

鉱石

電子基板

鉱石

２０ｋｇ/ﾄﾝ
２５０ｋｇ/ﾄﾝ

１０ｋｇ/ﾄﾝ
２３ｋｇ/ﾄﾝ

２倍

２ｋｇ/ﾄﾝ
３２０ｋｇ/ﾄﾝ

５ｇ/ﾄﾝ ２６４０ｇ/ﾄﾝ

１５ｇ/ﾄﾝ
１５０ｇ/ﾄﾝ

１０倍

５３０倍

１２倍

銅 モーター類

鉱石 １０ｋｇ/ﾄﾝ

２５０ｋｇ/ﾄﾝ

２５倍

（技術部／ＣＳＲ・環境部調べ）

１６０倍

３

 

具体的な取組み ３－３
 

自動車ﾘｻｲｸﾙ
 

/ 資源循環
 ⑤ ﾘｻｲｸﾙの効果（都市鉱山としての車の価値）

自動車部品の品位が高く、ﾘｻｲｸﾙが効率的
 ・鉱石の品位と、都市鉱山としての自動車部品の品位の比較

⇒圧倒的に自動車部品の品位が高く、ﾘｻｲｸﾙが効率的
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新ＨＶ電池（Ni-MH）回収システム‘09/10稼動

ニッケル水素電池

●ハイブリッド専用電池回収・リサイクルフロー

解
体
業
者

廃
車
か
ら
の
電
池
取
り
外
し

運
送
業
者

電
池
運
搬

①回収依頼

③
電池
回収

②
回収
指示

トヨタHV
引取受付
センター

電
池
パ
ッ
ク
の
処
理

電池

電池
ﾘｻｲｸﾙ
業者

ｽﾃﾝﾚｽ
原料

有価
物

３

 

具体的な取組み ３－３
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グローバルな環境マネジメント
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世界586社を対象に連結環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄを推進
 地域別環境委員会を立上げ取組みを促進

１．地域別環境委員会

北米環境委員会北米環境委員会中国環境委員会中国環境委員会

欧州環境委員会欧州環境委員会

南米環境委員会南米環境委員会

豪亜環境委員会豪亜環境委員会

南ア環境委員会南ア環境委員会

トヨタ環境委員会トヨタ環境委員会 1992年～

委員長：豊田社長

2004年～

2006年5月～

2002年～

2007年3月～

2007年10月～

2008年～
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ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙな環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
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日本を含め、世界
 

１４ヶ国/地域で環境報告書を発行

２．取組み情報開示

TMC
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ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙな環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
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TODAY for TOMORROWTODAY for TOMORROW
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